を あなり ゆういち を か 

小 穴隆ー 君 (特に 「君」 の 字 をつ ける の も 可笑しい 

位で ある) は 僕よりも 年少で ある。 が、 小 穴 君の 仕事 

ぼんよう 

は 凡庸で はない。 若し 僕の 名 も 残る とすれば、 僕の 作 

品の 作者と してよりも 小 穴 君の 装幀した 本の 作者と し 

て 残る であらう。 これ は 小 穴 君に 媚びる ので はない。 

世間に へり 下って 見せる ので はな ほ更 ない。 造形美術 

と 文芸との 相違 を 勘定 に 入れて 言 ふので ある。 (文芸 

などと 云 ふ もの は、 —— 殊に 小説な どと 云 ふ もの は 三 

のち めった 

百年ば かりたった 後 は 滅多に 通用す る もので はない。) 



の 睾丸の 熱くな つたこと は 火焙りに でもなる かと 思 ふ 

位だった。 僕 は 「これ は 大変 だ」 と 言 ひながら、 畳の 

上 を 転げ ま はった。 小 穴 君 は ひとり 腹 を 抱へ、 「それ 

は 大変 だ」 などと 同情 (？) して ゐた。 僕 は それ以来 

どんな ことがあっても、 睾丸に アル コ オル は 塗らない 

ことにして ゐる。 

ほっく また 

小 穴 君 は 又 発句 を 作って ゐる。 これ も 亦 決して 余技 

ゑ け つ みゃく かよ 

ではない。 のみならず 小 穴 君の 画と 深い 血脈 を 通 は 

せて ゐる。 僕 はや はり 発句の 上に も少 からず 小 穴 君の 

啓発 を 受けた。 (何の 啓発 も 受けない もの は災 ひなる 

かな。 同時に 又 仕 合せなる かな。) 



たび ほ 

足袋 を 干す 畠の 木に も 枝の なり 隆 一 

2 

ほリ たつを 

堀 辰 雄 君 も 僕よ リは 年少で ある。 が、 堀 君の 作品 も 

凡庸で はない。 東京 人、 坊ちゃん、 詩人、 本 好き —— 

それ 等の 点 も 僕と 共通して ゐる。 しかし 僕の やうに 旧 

時代で はない。 僕 は 「新 感覚」 に 恵まれた 諸家の 作品 

を 読んで ゐる。 けれども 堀 君 はかう 云 ふ 諸家に 少しも 

そんしょく 

遜色の ある 作家で はない。 次の 詩 は 決して 僕の 言葉 

の 誇張で ない こと を 明らかにする であらう。 



い。 が、 熱帯の 女人の 十三に して 懐妊す る こと を考 

なんし は 

へれば、 温帯の 男子の 三十に して 頭の 禿げる の は 当り 

前で ある。 のみならず 「早熟に して 晚老」 などと 云 ふ 

つが ふ い めった ぶ ゑんり よ 

都合の 好い こと は 滅多に はない。 僕 は 無遠慮に 堀 君の 

早熟す る こと を 祈る ものである。 「悪の 華」 の 成った 

の は 作者の 二十 五 歳 (？) の 時だった。 年少 高 科に 登 

を よ くふう 

るの は 老大低 科に 居る のよりも 好い。 晚老 する 工夫な 

あと 

ど は 後に し 給へ。 



あと よ 

この 後 は 誰 を 書いても 善い。 又 誰 を 書かないでも 善 

い。 すると 書かずに ゐる ほど 気楽で あるから、 「3」 と 

書いた だけで やめる ことにした。 

(昭和 一 一年 五月) 
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